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(G くん ) 一方的に支援が来る形が多く、実際に

意見を言える現状ではないです。

( 林 )  学校での復興に関する授業は、どうで

したか？

(H くん ) 今まで、私たちは総合的な時間を使っ

て 地 域 お こ し に つ い て 考 え て き ま し

た。同じ被災者である新潟県山古志村

の方々とも意見交換をしました。復興

復旧に携わりたい気持ちがありますが、

どうしても勉強をしたり考えをまとめ

たりするだけで、発表する機会があま

りありません。これからはもっと、こ

うした機会が増えるといいと思います。

(J さん ) 自分たちがもっと積極的になるという

事が必要ですが、行政側にも受け入れ

る体制を作って欲しいです。仮設が狭

い問題を行政に伝えても、放置されて

いる状態です。おとなの話もあまり受

け入れてくれず、子どもの話はもっと

耳を傾けないと思います。細かい改善

があると嬉しいです。

( 林 )  ここまでを含めて、皆さんのから質問

等はありますか？

( 参加者 ) 戸倉を復興させるために、どうした

ら行政との連携を強め、皆さんの思い

を伝える事が出来るのか。そして、戸

倉の住民の現状を伺いたいです。

(H くん ) 登米市南方町には多く方が、集まって

います。戸倉の高台、戸倉の仮設に住

んでいる方々もいる。

( 参加者 ) 以前私はツアーでボランティアに参

加しました。ツアー参加者の多くが若

い世代で、多くが Facebook を活用し、

被災地の現状を発信していました。小

さく目立たない避難所では、必要な物

資が不足することをニュースでよく聞

いた。当事者からの情報は実感が湧く

と思います。そうした IT を活用する支

援の仕組みは存在しますか？

(I さん ) 私は、情報系が苦手なので活用してい

ません。

( 片貝 ) 生徒の中には、ipad を持ち Facebook

をやっている人もいますが、まとまっ

た形では、まだいないです。個別で情

報の発信をする人がいる程度です。

( 林 )  時間になりましたので、これで終わり

ます。みなさん、お疲れ様でした。（聴衆：

拍手）

4．2つのテーマに関する討議の報告を
受けて、参加者が一緒に考える子ども
たちの支援

　ファシリテーターの浜田さんから、参加して

くれた学生たちに大勢のおとなの前で発言した

感想が聞かれた。山田町の高校生からは、「学

校が始まり、ゾンタも出来て、学校でも家でも

なく勉強できる場所ができたことで、今は元の

生活にだんだん近づいてきているし、復興も遅

いが少しずつすすんでいる。高校生には高校生

なりにやれることもある。復興に対する思いは

被災地の人たちは強く、その分勉強をしたり、

将来地域に関わりたいという思いもあり、将来

自分たちの力で復興を盛り上げていきたい。」

「今、私たち高校生ができることは、山田町の

復興だけではなく、東北のつらい思いをした人
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のために、少しでも協力すること。」といった

復興へ自分たちも関わりたいという強い思いが

語られた。南三陸町の高校生からは、「仮設住

宅にはいって生活が落ち着いてきたので、これ

からの町のことや、家のことを考えるのは難し

いことだと思うが、今日の話し合いでおとなか

らアドバイスや情報の発信のしかたを教えても

らったので、それを参考にこれからも町づくり

や自分たちの将来を考えていきたいと思う。」

といった、高校生の自分たちが出来る被災地か

らの情報発信という新しい視点への抱負が語ら

れる一方で、「自分たちやお年寄りや、以前住

んでいた人たちは、また前の ( 町の ) 姿をみた

いと思っていると思う。復興を進める前に、前

の景色を取り戻すという復旧をしっかりやるべ

きだし、今まで復興、復旧の勉強はしてきたが、

全国の人たちの前で発言する機会がなかったの

で、今日はとてもよかったと思うし、これから

もこういう場を増やしていければいいのかなと

思った。」のように、おとなのペースで進む町

の復旧・復興への複雑な思いを吐露する一方で、

高校生である自分たちの発言の機会を求める姿

が印象に残った。

　浜田さんから、他に言いたいことがあります

か？との質問がされると、南三陸町の高校生か

らは「被災地にもっと来てほしい。がれきが片

付いていくにつれて、ボランティアの方が減っ

ていく。がれきの受け入れとか、他の県で反対

している人をみると正直とても傷つく。」

フロアから高校生たちに対しての質問も行われ

た。森田事務局長は、「登米の南方中学に復興

大臣が視察に来たときに、校舎の修復を希望し

たところ、今年度の予算で一番最初に登米南方

中学校に修復がきまったという。それまでいく

ら校長が言っても通らなかったが、子どもたち

が雨漏りを直して欲しいと求めた所、実現した。

子どもたちの発言をきちっと保障した先生方の

力はすごいと思った。今日も政治家がいるが、

政治ってどうしたら動くか。いい機会なので、

子どもの声をどういう風につないだらよいか、

ぜひ政治家のみなさん、こうやったらつながる

よという発言をしてほしい。」と発言。これを

受けて、東京都議会の西崎議員は「どうしたら

声がつながるのか。もちろん我々が、コーディ

ネートして行政や国に伝えていくことは大事だ

と思うが、聞く耳をもっていれば、必ず子ども

たちの声を吸い上げることはできる。東京都で

もそのようなしくみを作りたい。子どもたちの

声を聴く政治を、これからも東京都としてすす

めていきたい。」と述べた。

　フロアから様々な声が挙がる。民間企業に勤

める方からは、子どもと一緒に考える今後の復

興は、みなさんが社会人になっても続いてい

く。みなさんが社会人になれば、みなさんが抱

える悩みも少しずつ減っていくのではないかと

思う。子どもの参加があればよいと思う。みな

さんと同じように、東京にいる学生たちと対話

をしてみたいと思う気持ちはあるか？東京で

も、被災地のために何か役に立ちたいと考えて

いる意識の高い学生さんたちもたくさんいると

思う。話し合う場所がほしいと思ったり、ある

いはそれが政治を動かすきっかけになることも

あるかもしれないと思う。」

　南三陸の高校生からは、「これまで神奈川県

横浜市の新田中学、東京都の桜橋中学校の学生

さんたちに経験を伝え、会話をする機会があっ
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た。震災の経験を、向こう側はつらい思いをさ

せるから、あまり聞きたくないと思っているか

もしれないが、逆に私たちは、復興につなげる

ために震災のことを聞いてもらいたいと思って

いるので、そういう機会があったらいいと思

う。」「震災後に、新田中学校の生徒会の方々が、

被災地の支援をする委員会を作り協力したいと

いって自分たちの戸倉中学校に連絡をくれた。」

「おとなが一人で言っただけではだめで、子ど

もが言ったら、もっとだめだろうなと思ったが、

自分たちがしっかり考えをもって、町に電話す

れば何とかなるかもしれないなと思いました。」

のように、今までの神奈川県や東京都の学校と

のつながりの経緯や、今後の自らの情報発信に

ついての展望が語られた。

　フロアの他の参加者からも意見が挙がった。

「三年目の課題として、三陸町に関わって町に

提案することが大事だという話がでた。行政は、

大変な状況だ。日本では学校では、しっかりと

子どもの権利条約について教えていないところ

もある。子どもたちががんばっていることを国

際会議で発表すると、世界の人たちも本当に感

動する。国際交流を契機に新しいエネルギーの

問題などを学びながら、子どもの権利を広めた

り、子どもフォーラムなどをやりながら、声を

反映させる仕組みをつくって地域の展開してい

くことが大切ではないか。イギリスのユースラ

ジオというのがある。子どもたちでメッセージ

を発信していく。今度、南三陸を紹介しようと

思っており、自分たちのスタジオを作り、発信

する新しい方法を、我々おとなが提案していく

ことが大事だと思った。」

　大手保険会社で社会保険の担当をする方から

は、「震災の体験を話す機会があれば、話した

いという意見があった。社内で NPO の方々に

きて頂き、被災地の体験を話していただく催し

がある。そこですぐにでも話してもらいたいと

思う。」という企業からの積極的な提案もなさ

れた。

　ここで荒牧さんから、会場を使うときなどの

費用はについて質問がなされると、大手レンタ

ルビデオ店を運営する会社でビデオ等の商品開

発に携わる方からは「カンパなどを募って用意

することは不可能ではない。全国の地域が抱え

ている課題、例えば少子高齢化や経済不況の問

題などが、山田町や南三陸町で実施される解決

策が参考になるということであれば、そういっ

たビデオを開発するなどが可能だ。どこでどう

見てもらうかを考えていくことは一緒に考えて

いく必要はあると思う。」という新しい企業支

援の在り方も見えてきた。

　都議会議員からは、「東京都では被災地ツアー

への参加者を対象に一人一日 3千円、日帰りで

1500 円の補助金を出してきた。平成 25 年度も

予算が組まれている。小さな旅行会社にでも補

助が出るので、様々なツアーが組めるようにな

ればいいと思う。」という東京都の継続的支援

が紹介された。

　そして、最後に浜田さんの声掛けにより、高

校生たちから最後の発言がなされた。

「南三陸町で語りべが話してくれているが、自

分で体験したものを実際に言った方が身に染み

る。ストレートに突き刺さるものがあると思

う。」「大きな会に参加させて頂き、発見したこ

とがたくさんあった。自分たちの中だけで、不

満をいっているだけだったが、マスコミや大人
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の方々が真剣に考えてくださっているのを知っ

た。自分たちでできることはないかと改めて考

えてみたい。震災はメディアではマイナスの面

しか報道されていないが、プラスの面もある。

ライフラインのありがたみ、震災をばねに将来

の夢が決まった人もいる。そういうことを取り

上げてもらいたい。東京でも地震があるかもし

れない。その時プラスのことを知っていれば、

一つの知識にもなると思う。」

「みなさんに、私たちの考えていることを伝え

ることが必要だと思った。家がなくなっている

ところをみると、思い出も消えてしまう気がす

るので、残ったものはのこして、復旧につなげ

てほしいと思った。」

「支援団体のワークショップで 3分間のビデオ

を作った時に、山田町のいろんなところに話を

聞いた。目上の方の意見を聞けて、一番心に残っ

たのは『自分たちも一歩いっぽ』という言葉。

そのときの講師の方が、今やらなきゃいけない

ことはやったほうがいいと聞いたので、自分か

ら動いて活動していきたい。」

「こういう機会しかゾンタのことを伝えられな

いので、来てよかったと思う。被災地をみたこ

とがない人は、すごいね、ひどいねと簡単にい

えるかもしれないが、被災地に実際にきたら、

親をなくしたり、家をなくしたりしている人が

いる。ぜひ実際に来て被災地をみてほしいと思

う。」

「( 大切な人を亡くしたことなど ) 一瞬は忘れら

れるかもしれないけれども、一生は忘れられな

いと思う。日本でも、3.11 よりもっとひどいこ

とがここでも起きるかもしれない。そのときは、

これまで支援をたくさんいただいたので、自分

も支援できるようにしたいと思う。震災で、高

校生は大学など進路に迷うが、お金の問題で大

学にいきたくてもいけないということがある。

頭の隅にいれてもらいたいと思う。」

「ゾンタとのつながりを持ってから、この会に

参加した。今日はおとなの方々が来ていて、自

分の思いを伝えて、組織の人が動いてくれるこ

とがあると思う。次からもこういう機会がある

なら、仮設に住む自分たちよりも、被災して親

を亡くしたりと辛い思いをしている人もたくさ

んいる。そういう人もこの会に参加させてあげ

たいと思った。」

「こんなにたくさんの人たちが関わっていると

は知らず、本当に驚いた。これからも自分のや

らなくてはいけないことを見極めて、大好きな

山田町のためにがんばりたいと思った。」

「今日は被災地の状況を伝えることができて嬉

しく思う。被災地のことを話してくれた人がい

たら、大変だったねという共感よりも、そうい

うことがあったという発見を大事にして欲し

い、またそうしたことを大事にして復興への支

援をして欲しい。」

「朝まで、先ほど話した内容を考えていた。自

分は真剣に町のことについて考えて、復旧、復

興に携わっていきたいと考えているので、今日

のみなさんの意見や支援についての話が聞けた

ので、これからもいろいろなところで報告させ

てもらいたい。これから南三陸町の復旧、復興

を引っ張っていける人間になりたい。元気な南

三陸町を取り戻した時に支援してくれた人たち

に元気な南三陸町を見に来てもらいたい。」

　最後に山田の子どもたちのために年末年始、

そして今日もずっとサポートしてくれた東洋大
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学森田ゼミの学生・院生たちから感想として「子

どもたちの話を聞き、これから自分たちができ

るのは、子どもたちを支え、ともに若い世代

として復興を支えていくことだと思っている。」

と今後も続く若者による次の世代への若者支援

への強い意志を感じさせる思いが述べられた。

5．まとめ

　今回のシンポジウムでは、高校生たちが 3つ

のグループに分かれて、支援者やおとなたちに

見守られながら、堂々と自らの意見を率直に話

してくれた。彼らは震災後に経験した生活の大

きな変化や不自由さを経験しながらも、自分た

ちが生まれ育った地域への愛着や想いを持ち、

地域の復旧・復興に自らも役に立ちたいと願い、

また自らの将来を視野に入れて、いま選択すべ

き道は何かを真剣に考え、迷い、真正面から向

き合おうとしていることが伝わってきた。私た

ちおとなは、彼らが安心して自らの気持ちや意

見を表明できる場を作り続けていかねばならな

いと強く思った。私たちは、彼らに寄り添い、

彼らの声に耳を傾け続けることが出来るかどう

かを、今試されていると感じた。

　第 2回目のシンポジウムでは、現地で支援を

受けてきた高校生とその支援者たちからの貴重

な報告をもとに、彼らと彼らのために集まった

たくさんのおとなたちが震災 3年目の復興や、

今後の支援に対する希望について、熱意ある意

見交換がなされ、盛況の中で幕を閉じた。

子�もの人権連2013.6.18.indd   21 6/19/13   2:15:03 PM

｜ ��いんふぉめーしょん　�013.6/No.137

企画内容：　

飯盒炊飯、カレー作り、プレーパークでのレ

クリエーション活動などを通して、八千代市

で活動する子ども支援団体と里親家庭の間で

交流を持ち、お互いに関心と親睦を深めるこ

とを目的とする。

参加者：　

八千代若者ゼミナールスタッフ 6 人

八千代若者ゼミナールの子どもたち 6 人

千葉県内を中心とした里親家庭 約 20 人

東洋大学学生 6 人

植草学園大学学生 4 人

教員他　若干人　　　合計　 約 45 人

（プレーパーク「子ども商店街」の参加者合

計　82 人）

当日のスケジュール

10：00 買出班・準備班　集合

11：00 全員集合　顔合わせ・挨拶

 スタッフ、里親会、子どもたちと 

 一緒になって調理開始！

 （メニュー：カレー、果物、  

 飯盒炊飯）出来上がり次第

 食事開始

13：30　　食事終了・片づけ

 新川わくわくプレーパークへ移動

 プレーパークの企画

 「子ども商店街」に混ざって遊ぶ

（模擬店で遊ぶ：べっこう飴屋、 ベ ー ゴ マ

屋、ザリガニ釣屋、泥団子カフェ屋、シャボ

ン玉屋、ネイル屋、等々）

16：00 新川わくわくプレーパークにて解散

各団体について

＜東洋大学森田ゼミについて＞

　東洋大学社会学部社会福祉学科において児童

福祉を専門に研究しているゼミです。

　森田ゼミの学生は、様々な市民が主体であっ

たり、社会福祉法人の活動の中でも本業以外の

児童福祉活動に参加をしています。今回の企画

に参加したのは、普段から八千代市で実施され

ている家庭学習の支援が受けられない中高校生

を対象とした学習ゼミナールの活動または、新

川わくわくプレーパークの活動に参加した学生

です。

＜八千代若者ゼミナールについて＞

　八千代市内のひとり親家庭などの中高生を対

象とした、勉強の場を無料で提供する学習室で
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す。八千代市の生活支援課に配置された子ども

支援の嘱託職員を中心に、子ども支援に関して

のトレーニングを受けた八千代市民や、社会福

祉系の大学生で構成される学習支援スタッフ、

そして大学教員などの専門家がチームになっ

て、子どもたちの心に寄り添いながら支援しま

す。それぞれの子どもの学力に合わせた学習を、

個別指導とグループ学習を組み合わせておこな

います。時には、子どもたちの悩みや心配事に

ついて、一緒に考え、将来の夢が持てるように

働きかけたり、勉強することや、学校に行き、

学ぶことの価値を伝えていきます。今回の企画

への参加のために、ゼミナールの機会を使って、

子どもたちと大学生、スタッフとどのような活

動にしたいか話合って当日を迎えました。

開催日時：毎週木曜日　午後 5 時～ 8 時

場所：八千代市役所に隣接する建物の 5 階

＜新川わくわくプレーパークについて＞

　プレーパークとは「冒険遊び場」とも言われ、

「自分の責任で自由に遊ぶ場」のことです。　

この「自分の責任で自由に遊ぶ」をモットーと

して、子どもたちが自由にのびのびと遊べるよ

うに、禁止事項をできる限りなくして、子ども

の「やりたい！」という気持ちを大切にしてい

ます。

　 「プレーリーダー」と呼ばれる大人がいて、

大きな事故につながらないように危険には目配

りをしていますが、少しのケガは「それも大切

な経験のうち」と考え、子どものすることはな

るべく口出しをせず、見守ることにしています。

当日の「子ども商店街」の準備は、参加する子

どもたちと一緒に準備してきました。

＜里親会について＞

　全国には、何らかの事情により、家庭で生活

のできない子どもたちが、約 4 万人以上もいま

す。そこで、このような子どもたちを、自分の

家庭に迎え入れ養育している里親がいます。都

道府県や政令指定都市には、里親を会員とする

66 の里親会があり、この全国的な組織としては、

公益財団法人全国里親会があります。そして、

今回この企画に参加して下さったのは、千葉県

里親会の里親里子さん方々です。

　全国里親会では、児童福祉法の精神にのっと

り、里親に委託されている児童及び里親に委託

することが適当と思われる児童の福祉の増進を

図るため、里親制度に関する調査研究、里親希

望者の開発、里親及び里親に委託されている児

童の相談指導等を行い、里親制度の普及発展に

寄与することを目的としています。

・里親会の機能

（木ノ内博道さん＊の「里親家庭支援のつれづ

れ日記」より）

（１）．協力団体としての里親会

　各都道府県（市）里親会の発足の経緯を見て

みると、行政が手を差し伸べて協力団体として

設置したところが多く、そのため現在でも児童

相談所の職員が事務局を担ったり、事務所を児

童相談所に置いている里親会が約半数を占めて

いる。行政の協力団体であるとすれば、当然の

ことながら行政のさまざまな活動が円滑にいく

よう活動することが求められる。しかし、近年、

里親会に自立を求める行政の姿勢のあることも

事実で、児童相談所にある里親会の事務所を外

部に置くように、あるいは里親会事務局の業務
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は里親会で行うのが本来ではないかと言われて

いる里親会も多くある。

（�）．当事者団体としての里親会

里親会は、里親である当事者の団体であるとす

る考え方。法人格をもたない里親会でも、会員

制をとり会費を徴収し、総会や理事会を開催し

て運営している。里親の待遇改善などを活動の

目的にして、行政に対して要望書を出していっ

たり、当事者同士の相互交流、里親家庭の親睦

をはかったりする活動が中心になっている。

（3）．支援団体としての里親会

　最近の動きとして里親会は里親家庭を支援す

る団体としての性格をもつべきだとする考え方

がある。『里親委託ガイドライン』などにもそ

のような記述がなされている。虐待の増加など

によって養育の難しい児童が増えており、養育

スキルを高める必要があり、里親会の立場から

その一部を担うなどをして、責任の一端を担う

べきとの考えがある。また、家庭養護が私的な

営みではなく公的な養育であるとする意識改革

も求められている。

（＊木ノ内博道さんは、千葉県里親家庭支援セ

ンター理事長を務めている方です。）

感想・考察

＜里親会と木ノ内博道さんからの感想＞

　その後、参加した里親里子に会う機会がない

のですが、みんな喜んでいました。子どもたち

は、料理作りに参加できたのが嬉しかったみた

いです。

　里親は、どうしてこんなに里親家庭に理解を

してくれる人がいるのか分からず、面喰ったよ

うで、学生たちが里親家庭に関心をもってくれ

るのが不思議だと感じたようです。

私個人としては、里親家庭にインターンシップ

のような形で若い人たちが入ってきてくれない

かなと思っています。また、婦人保護の世界に

も関心があり、子どもだけでなく、母親も巻き

込んだ支援の輪が広がるといいと思っていま

す。言葉足らずですが、息の長い交流ができた

らと思います。

　

＜新川わくわくプレーパーク、プレーリーダー

からの感想＞

　森田先生のゼミの学生さんが主体となって、

里親さんや子どもたちが集まるイベントがあ

り、子ども商店街にも遊びに来てくれました。

その子どもたちも、草の実色水屋、飲み物屋さ

んなどをして楽しんでいました。東洋大学、植

草学園の学生さんも楽しみながら、盛り上げて

くれました。ありがとうございます。

＜八千代若者ゼミナールスタッフと子どもたち

からの感想＞

○スタッフから

・皆と一緒に買い物やカレーを作って楽しかっ

た。

・子どもたちとの交流が楽しかったです！

・プレイパークでの子ども商店街では高校生の

子たちが思ったよりも楽しんでいて、高校・生

で流行していることとか聞けて楽しかった。

・中学生と高校生の子たちがたくさん話す機会

があり、仲良くなっていたので良かった。

・小さい子を面倒みている様子が見れて良かっ

た。
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うに、禁止事項をできる限りなくして、子ども

の「やりたい！」という気持ちを大切にしてい

ます。

　 「プレーリーダー」と呼ばれる大人がいて、

大きな事故につながらないように危険には目配

りをしていますが、少しのケガは「それも大切

な経験のうち」と考え、子どものすることはな
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今回この企画に参加して下さったのは、千葉県
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　各都道府県（市）里親会の発足の経緯を見て
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よう活動することが求められる。しかし、近年、
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事実で、児童相談所にある里親会の事務所を外
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里親さんや子どもたちが集まるイベントがあ

り、子ども商店街にも遊びに来てくれました。

その子どもたちも、草の実色水屋、飲み物屋さ

んなどをして楽しんでいました。東洋大学、植

草学園の学生さんも楽しみながら、盛り上げて

くれました。ありがとうございます。

＜八千代若者ゼミナールスタッフと子どもたち

からの感想＞

○スタッフから

・皆と一緒に買い物やカレーを作って楽しかっ

た。

・子どもたちとの交流が楽しかったです！

・プレイパークでの子ども商店街では高校生の

子たちが思ったよりも楽しんでいて、高校・生

で流行していることとか聞けて楽しかった。

・中学生と高校生の子たちがたくさん話す機会

があり、仲良くなっていたので良かった。
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た。

子�もの人権連2013.6.18.indd   24 6/19/13   2:15:07 PM



�� ｜八千代市子ども支援者と里親家庭親睦交流会 の報告

・準備をもっと計画的にしておいた方が良いと

思った。

・解散がしっかりしていなかったので、きちん

と 1 回しめた方がいいと思った。

○子どもたちから

・火おこしがすごい楽しかった。

・りょうり作りが楽しかった。

・もっとみんなで遊ぶようなことがあったらよ

かったかなって思います。

＜東洋大ゼミ生からの感想＞

　プログラムはスムーズに進み、子どもたちは

本当に楽しんでいたと思うので、企画としては

大成功だったと思います。ぜひ来年にも、この

企画を後輩たちに、引き継ぎたいと思います。

個人的な反省としては、子どもたちと関わる時

間が少なかったことです。良かった点は、プレー

パークを訪れたのは 1 年ぶりでしたが、子ども

たちが、私のことをしっかりと覚えてくれてい

たので、それなりの支援はできていたのかと思

います。（樋口）

＜活動を終えて＞

昨年に引き続き行われた「八千代子ども支援者

と里親家庭親睦交流会」。私は今年度の責任者

として多くの貴重な体験をさせて頂きました。

八千代市で活動する子ども支援者の皆さんに

とっては、同じ八千代市に暮らす里親や里子さ

んとの交流は貴重なものであったはずです。里

親さんや里子さんにとっても、学習支援やプ

レーパークという活動の存在や、そこで活動

するスタッフと子どもたちとの関わり方の様子

を、強く印象に残してもえたのではないでしょ

うか。

　個人的には、里親さんとお話しさせて頂いた

ことが、とても貴重な経験でした。いつも子ど

もたちがゲームに熱中し過ぎて困っていること

や、学校では人気者であることなど、里子さん

の普段の学校や家庭内での様子についてのお話

や、実の親御さんについてのお話も少しだけ聞

かせて頂きました。このような会話を通して、

里親さんという立場としての心境や、里子さん

の心境についても強く考えさせられるきっかけ

となりました。

最初は自分がどのように接したら良いのか、少

し戸惑いはありましたが、それを考えるにはま

ず、里親さん という立場やその心境を理解しよ

うと し、考えを巡らせることが大切なのだとい

うことを学びました。

　一方で飯盒炊飯や模擬店での遊ぶ場面を通し

て、いつも屋内での学習を通して接していた若

者ゼミナールの子どもたちが外で楽しそうに遊

んでおり、普段の熱心に勉強に取り組む彼らと

は、少し違った様子を見ることができて嬉しく

感じ、そこで、私や里子さんも一緒になって存

分に遊ぶことができ、楽しい時間となりました。

　反省点としては、一部の子どもたちとの遊び

に夢中になりすぎたために、全体の様子に気を

配れていない場面が多く、若者ゼミナールのス

タッフの方々と、里親会の方々との距離を縮め

ることを、上手く促すことが出来ていなかった

ことだと感じています。　　

　この両者の距離を近づけることが、企画の大

きな目的の一つであったため、「里親会の方々

と是非お話をしてきてください」とスタッフに

声をかけ、促してはみましたが、スタッフ自身
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も、里親や里子さんと、どのような関わり方を

するべきか戸惑っているようでした。子ども支

援者という立場から、スタッフの方々はきっと

里親・里子さんの話に関心を示してくれるはず

であると考えて浅い憶測をしてしまっていたの

です。しかし、結果として当日の様子から、事

前に学生スタッフで集まり、里親さんとの関わ

り方などについて相談をしておく必要があった

のだと強く感じました。スタッフの方々と里親

会の方々の、お互いに対する関心を高めるため

にはどうするべきなのか、このことが今後の課

題として挙げられると思います。

　また、普段は里親と里子という境遇の人同士

が、このようなイベントで触れ合う機会はほと

んどありません。こうした会を開催する事で、

里親さんと里子さんが地域のコミュニティーと

自然に関われるようになることには大きな価値

があると感じました。そして、こうした活動に

関わった私たち支援者１人１人が、その価値に

対する理解をさらに深めた上で支援に加わって

いくことで、より一層有意義な活動にできるは

ずであると感じました。

　会場となった、ガキ大将の森キャンプ場と新

川わくわくプレーパークは、初めて訪れたので

すが、自然に囲まれて、のびのびと遊べる素晴

らしい環境でした。是非またいつか遊びにお伺

いしたいです。

　最後に、準備から当日の働きまで、責任者と

して至らぬ点もありましたが、このような貴重

な経験をさせて頂いたこと、ご協力を頂いた多

くの方々に感謝しております。今年の反省点を

踏まえ、来年以降もこの取り組みを継続して行

ければと思います。
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・準備をもっと計画的にしておいた方が良いと

思った。

・解散がしっかりしていなかったので、きちん

と 1 回しめた方がいいと思った。

○子どもたちから

・火おこしがすごい楽しかった。

・りょうり作りが楽しかった。

・もっとみんなで遊ぶようなことがあったらよ

かったかなって思います。

＜東洋大ゼミ生からの感想＞

　プログラムはスムーズに進み、子どもたちは

本当に楽しんでいたと思うので、企画としては

大成功だったと思います。ぜひ来年にも、この

企画を後輩たちに、引き継ぎたいと思います。

個人的な反省としては、子どもたちと関わる時

間が少なかったことです。良かった点は、プレー

パークを訪れたのは 1 年ぶりでしたが、子ども

たちが、私のことをしっかりと覚えてくれてい

たので、それなりの支援はできていたのかと思

います。（樋口）

＜活動を終えて＞

昨年に引き続き行われた「八千代子ども支援者

と里親家庭親睦交流会」。私は今年度の責任者

として多くの貴重な体験をさせて頂きました。

八千代市で活動する子ども支援者の皆さんに

とっては、同じ八千代市に暮らす里親や里子さ

んとの交流は貴重なものであったはずです。里

親さんや里子さんにとっても、学習支援やプ

レーパークという活動の存在や、そこで活動

するスタッフと子どもたちとの関わり方の様子

を、強く印象に残してもえたのではないでしょ

うか。

　個人的には、里親さんとお話しさせて頂いた

ことが、とても貴重な経験でした。いつも子ど

もたちがゲームに熱中し過ぎて困っていること

や、学校では人気者であることなど、里子さん

の普段の学校や家庭内での様子についてのお話

や、実の親御さんについてのお話も少しだけ聞

かせて頂きました。このような会話を通して、

里親さんという立場としての心境や、里子さん

の心境についても強く考えさせられるきっかけ

となりました。

最初は自分がどのように接したら良いのか、少

し戸惑いはありましたが、それを考えるにはま

ず、里親さん という立場やその心境を理解しよ

うと し、考えを巡らせることが大切なのだとい

うことを学びました。

　一方で飯盒炊飯や模擬店での遊ぶ場面を通し

て、いつも屋内での学習を通して接していた若

者ゼミナールの子どもたちが外で楽しそうに遊

んでおり、普段の熱心に勉強に取り組む彼らと

は、少し違った様子を見ることができて嬉しく

感じ、そこで、私や里子さんも一緒になって存

分に遊ぶことができ、楽しい時間となりました。

　反省点としては、一部の子どもたちとの遊び

に夢中になりすぎたために、全体の様子に気を

配れていない場面が多く、若者ゼミナールのス

タッフの方々と、里親会の方々との距離を縮め

ることを、上手く促すことが出来ていなかった

ことだと感じています。　　

　この両者の距離を近づけることが、企画の大

きな目的の一つであったため、「里親会の方々

と是非お話をしてきてください」とスタッフに

声をかけ、促してはみましたが、スタッフ自身
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も、里親や里子さんと、どのような関わり方を

するべきか戸惑っているようでした。子ども支

援者という立場から、スタッフの方々はきっと

里親・里子さんの話に関心を示してくれるはず

であると考えて浅い憶測をしてしまっていたの

です。しかし、結果として当日の様子から、事

前に学生スタッフで集まり、里親さんとの関わ

り方などについて相談をしておく必要があった

のだと強く感じました。スタッフの方々と里親

会の方々の、お互いに対する関心を高めるため

にはどうするべきなのか、このことが今後の課

題として挙げられると思います。

　また、普段は里親と里子という境遇の人同士

が、このようなイベントで触れ合う機会はほと

んどありません。こうした会を開催する事で、

里親さんと里子さんが地域のコミュニティーと

自然に関われるようになることには大きな価値

があると感じました。そして、こうした活動に

関わった私たち支援者１人１人が、その価値に

対する理解をさらに深めた上で支援に加わって

いくことで、より一層有意義な活動にできるは

ずであると感じました。

　会場となった、ガキ大将の森キャンプ場と新

川わくわくプレーパークは、初めて訪れたので

すが、自然に囲まれて、のびのびと遊べる素晴

らしい環境でした。是非またいつか遊びにお伺

いしたいです。

　最後に、準備から当日の働きまで、責任者と

して至らぬ点もありましたが、このような貴重

な経験をさせて頂いたこと、ご協力を頂いた多

くの方々に感謝しております。今年の反省点を

踏まえ、来年以降もこの取り組みを継続して行

ければと思います。
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■ 2013 /4 /3　【 毎日新聞】
文科省 :　教育長に地域の教育トップ権
限を　教委制度改革案

　文部科学省は、都道府県、市町村などの教
育長を、その地域の教育責任者として位置づ
ける検討を始めた。現在、教育長は首長が議
会の同意を得て任命する教育委員の中から同
委員会が任命。教委事務局の長として有識者
らによる教委に監督される立場だが、教育トッ
プとして権限を持たせることで責任の所在を
明確化し、問題が起きた際の迅速な対応も目
指す。同省は近く首相の諮問機関「教育再生
実行会議」（座長・鎌田薫早稲田大総長）に原
案を提示するが、教育の政治的中立性確保な
どの点で会議内に異論もあり、曲折も予想さ
れる。教育委員会は首長から独立した行政委
員会で、教育委員（原則 5 人）で構成される
合議体。互選で教育委員長を決める。教育長
も教育委員の一人で、教育委員会事務局を指
揮し、学校を運営する。教育再生実行会議で
は、現行の教委制度では責任の所在が不明確
で意思決定に遅れが出ることなどから「常勤
の教育長を責任者とし、政治的中立性も確保
する仕組みを作るべきだ」「教委を首長や教育
長の諮問機関に再編」との意見が出されてい
た。教育長を責任者とした場合、教育委員会
の合議が不要になり重要政策を迅速に打ち出
せるメリットがある一方、首長と教育長が一
体化し政策に歯止めがかからなくなる危険性
もある。教委トップの教育委員長とのすみ分
けも検討課題だ。同会議は 5 月中にも教委改
革に関する提言をまとめる予定だが、委員の
中には否定的な意見もあり、提言では改革案
を一本化せず、各論併記とする可能性もある。
政府は中央教育審議会での審議を経た上で、
方針を決定するとみられる。

■ 2013 /4 /3 　【 朝日新聞】
「教育目的税、検討も」　文科相、
教育財源の捻出で発言

　将来の教育施策にあてる財源の確保につい
て、下村博文文部科学相は 3 日、東京都内の
記者会見で「教育目的税のような考え方をと
らないと、（教育支出を増やすのに）理解が得
られないのではないか」と述べた。新税の導
入可能性について、文科省内で検討を始める
という。下村氏は「個人的な考え」とし、「お
年寄りを中心に 1500 兆円のお金（個人資産）
がある中で、子どもたちや孫の世代のために
気持ちよく出してもらえる特別税のような形
を考えていかないと」などと話した。 日本の
行政機関の教育支出額は、国内総生産の 3.6％

（2009 年度）で、経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）
の加盟国平均より 1.8 ポイント低く、比較可能
な 31 カ国で最下位。ＯＥＣＤの平均水準に引
き上げるには、10 兆円の財源が必要とも言わ
れる。下村氏は「『財源は財務省で考えてくだ
さい』と無責任なことを言っていたら、永遠
にクリアできない」と話した。

■ 2013/4 /9 　【 毎日新聞】
土曜授業 :1� 都府県で今年度予定
都市部中心−−毎日新聞調査

　文部科学省が公立学校の「週 6 日制」復活
を検討する中、今年度、土曜授業を予定する
公立小中学校がある自治体は全国で 12 都府県
に上ることが毎日新聞の調査で分かった。教
える内容を増やした新学習指導要領の実施に
伴い、授業時間の確保などが狙いと見られる。
東京都や福岡県では実施校数は増加傾向にあ
るが、都市部を中心とした一部の地域にとど
まっており、多くの自治体は文科省の動向を
見守る方針。都市部とそれ以外の地域で、土
曜授業に対する「温度差」があることが浮き
彫りになった。毎日新聞が 4 月 2 〜 5 日にか
けて、都道府県教育委員会と政令市教委など
に取材した。土曜日に授業を実施する予定の
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学校があるのは▽栃木▽埼玉▽東京▽神奈川
▽京都▽大阪▽岡山▽広島▽山口▽福岡▽佐
賀▽熊本−−の 12 都府県。ただ、実施回数
は月 2回を上限としているケースが多かった。
実施する授業内容は、平日の通常授業とは異
なり、外部講師を招いた授業や学力向上のた
めの補充学習のような位置づけが目立つ。こ
うした時間は、新学習指導要領の実施（小学
校は 11 年度、中学校は 12 年度）に伴い年間
の授業時数を 70 〜 35 時間増やしたことで、
平日に確保するのが困難になってきたことが
背景にある。

■ 2013/4/10【毎日新聞】
障害者差別 :解消のための法、
3年後めどに施行

　障害者差別解消の法制化に関し、政府は9日、
自民、公明、民主 3党の担当者に法案の概要
を提示した。差別解消の法的義務化の対象と
なる公的機関の分野について教育、公共交通、
医療などに加え「刑事手続き」も挙げた。法
施行時期については 2016 年 4月とし、施行 3
年後をめどに見直すとしている。政府は 26日
に閣議決定し、今国会に提出する方針。政府
が提示したのは「障害者差別解消推進法案」（仮
称）。過重な負担が無い限り、日常生活や社会
参加に関する障壁を取り除く配慮を行うよう、
国や自治体など行政機関や公立学校に義務付
ける。警察・司法をどこまで義務化の対象に
するかは議論が分かれており、「刑事手続き」
を対象として挙げる一方、取材に対して内閣
府の担当者は「刑確定後の刑務所の処遇は対
象だが、『行政機関』の範囲から外れる裁判所
や国会は対象外」との考えを示した。禁止さ
れる具体的事項については、施行後に具体例
をまとめ、法律に明記することを検討する。
新たな紛争解決機関は設置せず、地域ごとに
関係機関が連携を図る協議会を設置する。

■ 2013/4 /10 　【毎日新聞】
教科書検定 : 安倍カラー「仲間」が演出
　靖国参拝にも触れ

　安倍晋三首相は 10 日の衆院予算委員会で、
教科書検定制度をめぐり「愛国心、郷土愛と
書いた改正教育基本法の精神が生かされてい

ない」と不満を示すなど、保守系の「安倍カ
ラー」をのぞかせた。ただ、参院選まで「安
全運転」の方針から踏み込んだ答弁は避け、
質問者の議員が保守色の演出に一役買った。
首相は第 1次政権の 06年に手がけた教育基本
法改正に触れ「日本の伝統と文化の尊重を書
き込んだ」と強調。検定について「（記述を審
査する）検定官にその認識がなかったのでは
ないか」と指摘した。靖国神社への参拝につ
いても「尊崇の念を表するのは国際的に当た
り前だ」と持論を展開。ただ、首相は具体論
への言及は避けた。第 1次政権で「戦後レジー
ムからの脱却」を掲げ支持が急落した経緯か
ら発言は慎重な一方、保守層の期待をつなぐ
ため「安倍流の改革メニューを示す」（側近議
員）狙いがあるとみられる。代わって歴史認
識に踏み込んだのは質問者で首相に近い西川
京子氏（自民）と中山成彬氏（維新）。西川氏
は従軍慰安婦問題で「教科書に看過できない
記述がある」と「自虐史観」批判を展開。靖
国参拝を促した中山氏は踏み込んだ答弁は求
めず「首相は日本再建に大事な任務を背負っ
ている」とエールで締めくくった。

■ 2013/4/18　【 毎日新聞】
道徳の教科化 : 教科書導入へ　
教員免許創設せず−−文科省検討

　政府が推進する「道徳の教科化」について、
文部科学省の検討案が 17 日、判明した。来年
度は、現在使われている副教材を同省が全面
改定し「教材」として利用。文科相の諮問機
関「中央教育審議会」での議論を経て、15 年
度以降は、民間が参入した検定教科書を作成、
学校で使用できるようにする方針だ。特定の
教員免許は創設せず、研修を受けた上でどの
教員も教えられるようにする。検討案は今後、
有識者による懇談会で審議される。下村博文・
文科相が毎日新聞の取材に明らかにした。現
在、道徳は学習指導要領の中で「総合的な学
習の時間」などと同じ「教科外活動」に位置
づけられている。下村文科相は「特定の価値
を押しつけるのではなく、学習指導要領のコ
ンセプトに合った偉人伝などを入れて、親も
読みたくなるような教材を作り、家庭でも学
べる環境を作りたい」とした。また、「道徳の
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■ 2013 /4 /3　【 毎日新聞】
文科省 :　教育長に地域の教育トップ権
限を　教委制度改革案

　文部科学省は、都道府県、市町村などの教
育長を、その地域の教育責任者として位置づ
ける検討を始めた。現在、教育長は首長が議
会の同意を得て任命する教育委員の中から同
委員会が任命。教委事務局の長として有識者
らによる教委に監督される立場だが、教育トッ
プとして権限を持たせることで責任の所在を
明確化し、問題が起きた際の迅速な対応も目
指す。同省は近く首相の諮問機関「教育再生
実行会議」（座長・鎌田薫早稲田大総長）に原
案を提示するが、教育の政治的中立性確保な
どの点で会議内に異論もあり、曲折も予想さ
れる。教育委員会は首長から独立した行政委
員会で、教育委員（原則 5 人）で構成される
合議体。互選で教育委員長を決める。教育長
も教育委員の一人で、教育委員会事務局を指
揮し、学校を運営する。教育再生実行会議で
は、現行の教委制度では責任の所在が不明確
で意思決定に遅れが出ることなどから「常勤
の教育長を責任者とし、政治的中立性も確保
する仕組みを作るべきだ」「教委を首長や教育
長の諮問機関に再編」との意見が出されてい
た。教育長を責任者とした場合、教育委員会
の合議が不要になり重要政策を迅速に打ち出
せるメリットがある一方、首長と教育長が一
体化し政策に歯止めがかからなくなる危険性
もある。教委トップの教育委員長とのすみ分
けも検討課題だ。同会議は 5 月中にも教委改
革に関する提言をまとめる予定だが、委員の
中には否定的な意見もあり、提言では改革案
を一本化せず、各論併記とする可能性もある。
政府は中央教育審議会での審議を経た上で、
方針を決定するとみられる。

■ 2013 /4 /3 　【 朝日新聞】
「教育目的税、検討も」　文科相、
教育財源の捻出で発言

　将来の教育施策にあてる財源の確保につい
て、下村博文文部科学相は 3 日、東京都内の
記者会見で「教育目的税のような考え方をと
らないと、（教育支出を増やすのに）理解が得
られないのではないか」と述べた。新税の導
入可能性について、文科省内で検討を始める
という。下村氏は「個人的な考え」とし、「お
年寄りを中心に 1500 兆円のお金（個人資産）
がある中で、子どもたちや孫の世代のために
気持ちよく出してもらえる特別税のような形
を考えていかないと」などと話した。 日本の
行政機関の教育支出額は、国内総生産の 3.6％

（2009 年度）で、経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）
の加盟国平均より 1.8 ポイント低く、比較可能
な 31 カ国で最下位。ＯＥＣＤの平均水準に引
き上げるには、10 兆円の財源が必要とも言わ
れる。下村氏は「『財源は財務省で考えてくだ
さい』と無責任なことを言っていたら、永遠
にクリアできない」と話した。

■ 2013/4 /9 　【 毎日新聞】
土曜授業 :1� 都府県で今年度予定
都市部中心−−毎日新聞調査

　文部科学省が公立学校の「週 6 日制」復活
を検討する中、今年度、土曜授業を予定する
公立小中学校がある自治体は全国で 12 都府県
に上ることが毎日新聞の調査で分かった。教
える内容を増やした新学習指導要領の実施に
伴い、授業時間の確保などが狙いと見られる。
東京都や福岡県では実施校数は増加傾向にあ
るが、都市部を中心とした一部の地域にとど
まっており、多くの自治体は文科省の動向を
見守る方針。都市部とそれ以外の地域で、土
曜授業に対する「温度差」があることが浮き
彫りになった。毎日新聞が 4 月 2 〜 5 日にか
けて、都道府県教育委員会と政令市教委など
に取材した。土曜日に授業を実施する予定の
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学校があるのは▽栃木▽埼玉▽東京▽神奈川
▽京都▽大阪▽岡山▽広島▽山口▽福岡▽佐
賀▽熊本−−の 12 都府県。ただ、実施回数
は月 2回を上限としているケースが多かった。
実施する授業内容は、平日の通常授業とは異
なり、外部講師を招いた授業や学力向上のた
めの補充学習のような位置づけが目立つ。こ
うした時間は、新学習指導要領の実施（小学
校は 11 年度、中学校は 12 年度）に伴い年間
の授業時数を 70 〜 35 時間増やしたことで、
平日に確保するのが困難になってきたことが
背景にある。

■ 2013/4/10【毎日新聞】
障害者差別 :解消のための法、
3年後めどに施行

　障害者差別解消の法制化に関し、政府は9日、
自民、公明、民主 3党の担当者に法案の概要
を提示した。差別解消の法的義務化の対象と
なる公的機関の分野について教育、公共交通、
医療などに加え「刑事手続き」も挙げた。法
施行時期については 2016 年 4月とし、施行 3
年後をめどに見直すとしている。政府は 26日
に閣議決定し、今国会に提出する方針。政府
が提示したのは「障害者差別解消推進法案」（仮
称）。過重な負担が無い限り、日常生活や社会
参加に関する障壁を取り除く配慮を行うよう、
国や自治体など行政機関や公立学校に義務付
ける。警察・司法をどこまで義務化の対象に
するかは議論が分かれており、「刑事手続き」
を対象として挙げる一方、取材に対して内閣
府の担当者は「刑確定後の刑務所の処遇は対
象だが、『行政機関』の範囲から外れる裁判所
や国会は対象外」との考えを示した。禁止さ
れる具体的事項については、施行後に具体例
をまとめ、法律に明記することを検討する。
新たな紛争解決機関は設置せず、地域ごとに
関係機関が連携を図る協議会を設置する。

■ 2013/4 /10 　【毎日新聞】
教科書検定 : 安倍カラー「仲間」が演出
　靖国参拝にも触れ

　安倍晋三首相は 10 日の衆院予算委員会で、
教科書検定制度をめぐり「愛国心、郷土愛と
書いた改正教育基本法の精神が生かされてい

ない」と不満を示すなど、保守系の「安倍カ
ラー」をのぞかせた。ただ、参院選まで「安
全運転」の方針から踏み込んだ答弁は避け、
質問者の議員が保守色の演出に一役買った。
首相は第 1次政権の 06年に手がけた教育基本
法改正に触れ「日本の伝統と文化の尊重を書
き込んだ」と強調。検定について「（記述を審
査する）検定官にその認識がなかったのでは
ないか」と指摘した。靖国神社への参拝につ
いても「尊崇の念を表するのは国際的に当た
り前だ」と持論を展開。ただ、首相は具体論
への言及は避けた。第 1次政権で「戦後レジー
ムからの脱却」を掲げ支持が急落した経緯か
ら発言は慎重な一方、保守層の期待をつなぐ
ため「安倍流の改革メニューを示す」（側近議
員）狙いがあるとみられる。代わって歴史認
識に踏み込んだのは質問者で首相に近い西川
京子氏（自民）と中山成彬氏（維新）。西川氏
は従軍慰安婦問題で「教科書に看過できない
記述がある」と「自虐史観」批判を展開。靖
国参拝を促した中山氏は踏み込んだ答弁は求
めず「首相は日本再建に大事な任務を背負っ
ている」とエールで締めくくった。

■ 2013/4/18　【 毎日新聞】
道徳の教科化 : 教科書導入へ　
教員免許創設せず−−文科省検討

　政府が推進する「道徳の教科化」について、
文部科学省の検討案が 17 日、判明した。来年
度は、現在使われている副教材を同省が全面
改定し「教材」として利用。文科相の諮問機
関「中央教育審議会」での議論を経て、15 年
度以降は、民間が参入した検定教科書を作成、
学校で使用できるようにする方針だ。特定の
教員免許は創設せず、研修を受けた上でどの
教員も教えられるようにする。検討案は今後、
有識者による懇談会で審議される。下村博文・
文科相が毎日新聞の取材に明らかにした。現
在、道徳は学習指導要領の中で「総合的な学
習の時間」などと同じ「教科外活動」に位置
づけられている。下村文科相は「特定の価値
を押しつけるのではなく、学習指導要領のコ
ンセプトに合った偉人伝などを入れて、親も
読みたくなるような教材を作り、家庭でも学
べる環境を作りたい」とした。また、「道徳の
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教員養成をやるとすると、大学のカリキュラ
ムも必要となり、10 年かかる」と道徳の教員
免許創設には否定的な見解を示し「（道徳の）
免許がなくても、研修を受ければ教えられる
ようにしたい」と話した。

■
■ 2013/4/19　【 朝日新聞】
保育所定員 �0万人増　
首相表明　女性の力活用うたう

　安倍晋三首相は 19 日、日本記者クラブで会
見し、働き手として女性の人材を活用するこ
とを柱とする成長戦略の考え方を打ち出した。
今後 5 年間で保育所の定員を 40 万人分増や
し、育児休業期間を延長して復職支援を図る。
政権が 6月にまとめる成長戦略に盛り込み、7
月の参院選に向けて生活者に身近な施策をア
ピールしたい考えだ。首相は会見で「女性の
中に眠る高い能力を十二分に開花させること
が閉塞感の漂う日本を再び成長軌道に乗せる
原動力だ」と訴え、「待機児童解消加速化プラ
ン」を発表した。今後 2年間で保育所の定員
を 20 万人分増やし、その後の 3年間でさらに
20 万人分増やすことで 5年後に「待機児童ゼ
ロ」をめざす内容。これまでの支援策の目標
を 2年、前倒しする。定員を 40 万人増やすに
は、国と地方で総額 6千億〜 7千億円の財源
が必要になる。今年度中は都道府県の子育て
支援策にあてる「安心こども基金」などを活
用し、来年度は消費税率の引き上げによる増
収分の一部を充てる方針だ。首相は 19 日、首
相官邸で経済 3団体トップと会い、現在最長
1年半の育休期間を 3年に延ばすことや短時
間勤務を選びやすくするように要請した。仕
事を離れる期間が長くなると職場復帰が難し
くなるため、育休中の人らが技能を学ぶプロ
グラムや「学び直し支援金」を創設すること
も成長戦略に含める。首相は会見で「3年間
抱っこし放題での職場復帰を総合的に支援す
る」と強調した。

■ 2013/4/21　【 読売新聞】
小学生の体力低下続く…
被災地の遊び場不足影響

　震災後、小学生の身体能力の低下に歯止め
がかからないことが、宮城県教育委員会が 17

日に発表した県内小中高校生の「体力・運動
能力、運動習慣等調査（全国体力テスト）」で
分かった。被災地で続く遊び場不足の影響や、
学校の統廃合に伴うスクールバス通学の増加
が背景にあるとみられる。調査は 2012 年 5
〜 10 月、県内公立の小中学校と全日制の高校
に通う児童・生徒全員を対象に、小学生 8種
目、中高生 9種目について調べた。その結果、
小学生は男女とも「20 メートルシャトルラン」
「反復横跳び」「ボール投げ」の記録が低下。
全学年で 8種目中 5種目が、全国水準（10 年）
を下回った。一方、中高生では身体能力の大
きな低下はみられなかった。県教委スポーツ
健康課は「中高生は部活動などで運動時間が
確保できていたが、小学生は放課後に外遊び
をする場所が少なくなったことが影響してい
るのではないか」と分析する。この結果を受
け、県教委は、6月に実施していた体育主任
300 人向けの講習会を今月 16、17 日に前倒し
開催したり、体育の指導教諭を各学校に派遣
する制度を取り入れたりするなど、運動能力
向上に取り組む。また、未就学児の運動不足
や肥満の防止についても、県を挙げて対策を
進める考えだ。

■ 2013/4/23　【 毎日新聞】
給付型奨学金 : 大学生も　返済義務なし、
対象拡大−−文科省

　文部科学省が導入を検討している返済義務
のない高校生向けの「給付型奨学金」につい
て、大学生も対象に含める方針であることが
22 日、分かった。下村博文文科相が同日、就
職活動に関する意見交換のため同省を訪れた
大学関係者に明らかにした。当初は無利子の
貸与型奨学金としてスタートさせ、給付型に
移行させる考えだ。早ければ来年度から段階
的に導入される見通しで、支給額や選考方法
など制度の詳細を検討している。文科省は、
教育再生のためには低所得世帯の生徒・学生
が安心して学業に専念できる環境整備が重要
と判断。高校生を対象とした給付型奨学金の
制度設計に着手していたが、下村文科相が「高
校だけでなく大学も含めて制度設計する」と
決断した。財源は、現行の高校授業料無償化
のための予算 4000 億円を削って充当する。現
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在の無償化の枠組みは一部見直し、所得制限
をかける方針。高校生の場合、所得制限以下
であれば現行の授業料の無償化を継続し、低
所得者層には奨学金も支給するよう制度設計
する。大学生については卒業後に就職できず、
貸与型の奨学金の返済に苦慮するケースが問
題化しており、給付型の奨学金を新たに設け
る。支給額は月数万円程度となる可能性が高
い自民党は所得制限を世帯年収 700 万円以下
にした場合、高校無償化の対象世帯が 5割に
なるとの試算を示している。文科省は、制限
をかける世帯年収を 800 万円、900 万円など
にした場合の対象世帯数や必要予算などを詳
細にシミュレーションしている。

■ 2013/4/25　【 毎日新聞】
子どもの貧困 : 国の責務明記
自民が要綱案

　自民党が今国会に議員立法での提出を検討
している「子どもの貧困対策法案」の要綱案
が 24 日、分かった。国に子どもの貧困対策
を実施する責務があると明記し、貧困対策推
進の大綱づくりを義務づけている。夏の参院
選に向け、子どものいる低所得世帯への配慮
を示す狙いもある。要綱案は「生まれ育った
環境によって子どもの将来が左右されない社
会の実現」を理念に掲げている。国は▽学資
援助などの教育支援▽生活相談▽保護者への
職業訓練−−などに省庁横断で取り組むとし、
関係閣僚による貧困対策会議の設置を義務づ
けている。自民党は同様の法案をまとめてい
る民主党など野党との修正協議も視野に入れ
ている。民主党案は対象の子どもの年齢を「20
歳未満」とし、貧困率の削減目標を明記して
いるのに対し、自民党案は対象年齢や削減目
標を記していない。8月から生活保護の基準
額が減額されるため、政府は生活困窮者の自
立を支援する法案を今国会に提出する。自民
党は同法案と子どもの貧困対策法案をセット
で成立させる意向だ。学力に影響を与える要
因などをきめ細かく分析する。度設計する。
大学生については卒業後に就職できず、貸与
型の奨学金の返済に苦慮するケースが問題化
しており、給付型の奨学金を新たに設ける。
支給額は月数万円程度となる可能性が高い自
民党は所得制限を世帯年収 700 万円以下にし
た場合、高校無償化の対象世帯が 5割になる
との試算を示している。文科省は、制限をか
ける世帯年収を 800 万円、900 万円などにし
た場合の対象世帯数や必要予算などを詳細に
シミュレーションしている。

■ 2013/4/25　【 毎日新聞】
全国学力テスト :3� 人学級化へ、
現場は「教員増」期待

　今回の全国学力テストで文部科学省は、少
人数学級の効果を学力面からデータで証明し、
義務教育の 35 人学級化につなげたい意向だ。
そのため今回は学テに合わせ、初めて各教育
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教員養成をやるとすると、大学のカリキュラ
ムも必要となり、10 年かかる」と道徳の教員
免許創設には否定的な見解を示し「（道徳の）
免許がなくても、研修を受ければ教えられる
ようにしたい」と話した。

■
■ 2013/4/19　【 朝日新聞】
保育所定員 �0万人増　
首相表明　女性の力活用うたう

　安倍晋三首相は 19 日、日本記者クラブで会
見し、働き手として女性の人材を活用するこ
とを柱とする成長戦略の考え方を打ち出した。
今後 5 年間で保育所の定員を 40 万人分増や
し、育児休業期間を延長して復職支援を図る。
政権が 6月にまとめる成長戦略に盛り込み、7
月の参院選に向けて生活者に身近な施策をア
ピールしたい考えだ。首相は会見で「女性の
中に眠る高い能力を十二分に開花させること
が閉塞感の漂う日本を再び成長軌道に乗せる
原動力だ」と訴え、「待機児童解消加速化プラ
ン」を発表した。今後 2年間で保育所の定員
を 20 万人分増やし、その後の 3年間でさらに
20 万人分増やすことで 5年後に「待機児童ゼ
ロ」をめざす内容。これまでの支援策の目標
を 2年、前倒しする。定員を 40 万人増やすに
は、国と地方で総額 6千億〜 7千億円の財源
が必要になる。今年度中は都道府県の子育て
支援策にあてる「安心こども基金」などを活
用し、来年度は消費税率の引き上げによる増
収分の一部を充てる方針だ。首相は 19 日、首
相官邸で経済 3団体トップと会い、現在最長
1年半の育休期間を 3年に延ばすことや短時
間勤務を選びやすくするように要請した。仕
事を離れる期間が長くなると職場復帰が難し
くなるため、育休中の人らが技能を学ぶプロ
グラムや「学び直し支援金」を創設すること
も成長戦略に含める。首相は会見で「3年間
抱っこし放題での職場復帰を総合的に支援す
る」と強調した。

■ 2013/4/21　【 読売新聞】
小学生の体力低下続く…
被災地の遊び場不足影響

　震災後、小学生の身体能力の低下に歯止め
がかからないことが、宮城県教育委員会が 17

日に発表した県内小中高校生の「体力・運動
能力、運動習慣等調査（全国体力テスト）」で
分かった。被災地で続く遊び場不足の影響や、
学校の統廃合に伴うスクールバス通学の増加
が背景にあるとみられる。調査は 2012 年 5
〜 10 月、県内公立の小中学校と全日制の高校
に通う児童・生徒全員を対象に、小学生 8種
目、中高生 9種目について調べた。その結果、
小学生は男女とも「20 メートルシャトルラン」
「反復横跳び」「ボール投げ」の記録が低下。
全学年で 8種目中 5種目が、全国水準（10 年）
を下回った。一方、中高生では身体能力の大
きな低下はみられなかった。県教委スポーツ
健康課は「中高生は部活動などで運動時間が
確保できていたが、小学生は放課後に外遊び
をする場所が少なくなったことが影響してい
るのではないか」と分析する。この結果を受
け、県教委は、6月に実施していた体育主任
300 人向けの講習会を今月 16、17 日に前倒し
開催したり、体育の指導教諭を各学校に派遣
する制度を取り入れたりするなど、運動能力
向上に取り組む。また、未就学児の運動不足
や肥満の防止についても、県を挙げて対策を
進める考えだ。

■ 2013/4/23　【 毎日新聞】
給付型奨学金 : 大学生も　返済義務なし、
対象拡大−−文科省

　文部科学省が導入を検討している返済義務
のない高校生向けの「給付型奨学金」につい
て、大学生も対象に含める方針であることが
22 日、分かった。下村博文文科相が同日、就
職活動に関する意見交換のため同省を訪れた
大学関係者に明らかにした。当初は無利子の
貸与型奨学金としてスタートさせ、給付型に
移行させる考えだ。早ければ来年度から段階
的に導入される見通しで、支給額や選考方法
など制度の詳細を検討している。文科省は、
教育再生のためには低所得世帯の生徒・学生
が安心して学業に専念できる環境整備が重要
と判断。高校生を対象とした給付型奨学金の
制度設計に着手していたが、下村文科相が「高
校だけでなく大学も含めて制度設計する」と
決断した。財源は、現行の高校授業料無償化
のための予算 4000 億円を削って充当する。現
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在の無償化の枠組みは一部見直し、所得制限
をかける方針。高校生の場合、所得制限以下
であれば現行の授業料の無償化を継続し、低
所得者層には奨学金も支給するよう制度設計
する。大学生については卒業後に就職できず、
貸与型の奨学金の返済に苦慮するケースが問
題化しており、給付型の奨学金を新たに設け
る。支給額は月数万円程度となる可能性が高
い自民党は所得制限を世帯年収 700 万円以下
にした場合、高校無償化の対象世帯が 5割に
なるとの試算を示している。文科省は、制限
をかける世帯年収を 800 万円、900 万円など
にした場合の対象世帯数や必要予算などを詳
細にシミュレーションしている。

■ 2013/4/25　【 毎日新聞】
子どもの貧困 : 国の責務明記
自民が要綱案

　自民党が今国会に議員立法での提出を検討
している「子どもの貧困対策法案」の要綱案
が 24 日、分かった。国に子どもの貧困対策
を実施する責務があると明記し、貧困対策推
進の大綱づくりを義務づけている。夏の参院
選に向け、子どものいる低所得世帯への配慮
を示す狙いもある。要綱案は「生まれ育った
環境によって子どもの将来が左右されない社
会の実現」を理念に掲げている。国は▽学資
援助などの教育支援▽生活相談▽保護者への
職業訓練−−などに省庁横断で取り組むとし、
関係閣僚による貧困対策会議の設置を義務づ
けている。自民党は同様の法案をまとめてい
る民主党など野党との修正協議も視野に入れ
ている。民主党案は対象の子どもの年齢を「20
歳未満」とし、貧困率の削減目標を明記して
いるのに対し、自民党案は対象年齢や削減目
標を記していない。8月から生活保護の基準
額が減額されるため、政府は生活困窮者の自
立を支援する法案を今国会に提出する。自民
党は同法案と子どもの貧困対策法案をセット
で成立させる意向だ。学力に影響を与える要
因などをきめ細かく分析する。度設計する。
大学生については卒業後に就職できず、貸与
型の奨学金の返済に苦慮するケースが問題化
しており、給付型の奨学金を新たに設ける。
支給額は月数万円程度となる可能性が高い自
民党は所得制限を世帯年収 700 万円以下にし
た場合、高校無償化の対象世帯が 5割になる
との試算を示している。文科省は、制限をか
ける世帯年収を 800 万円、900 万円などにし
た場合の対象世帯数や必要予算などを詳細に
シミュレーションしている。

■ 2013/4/25　【 毎日新聞】
全国学力テスト :3� 人学級化へ、
現場は「教員増」期待

　今回の全国学力テストで文部科学省は、少
人数学級の効果を学力面からデータで証明し、
義務教育の 35 人学級化につなげたい意向だ。
そのため今回は学テに合わせ、初めて各教育
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も具体策をまとめる意向だ。文部科学省の試
算では 3 〜 5 歳児を対象にした場合、7900 億
円が毎年必要となる。それなのに財源はまる
で未定。厚労省の政務三役は「うちと文科省
で消費増税分 7000 億円の奪い合いが起きる」
と警戒感を隠さない。

■ 2013/5/2　【 朝日新聞】
秋入学前の短期留学に奨学金
文科相が構想

　下村博文文部科学相は 1 日、東京大学など
が入学時期を秋に移行させると検討している
ことに関連し、高校卒業から秋の入学までの
間に短期留学する学生に対して、奨学金を給
付する構想を明らかにした。下村氏は米ワシ
ントンでの講演で「海外に行く学生には全額
国がお金を出して、そのことによって積極的
に秋入学をする大学をバックアップしようと
考えている」と述べた。 講演後の記者会見で
は、給付額について「1 人あたり 30 万円程度
あれば数カ月の短期留学は可能だと思う」と
話した。ただ、実際に秋入学に移行する大学
が出てくるのは早くても数年先になると見込
まれることから、必要な予算規模や給付基準
など制度の具体的な内容はまだ固まっていな
いとも話した。

■ 2013/5/3　【 朝日新聞】
「教科書無償発祥の地」
始まりは憲法だった

　高知市長浜の住宅街にある空き地に、「教科
書無償発祥の地」と書かれた手作りの看板が
立つ。 空き地にはかつて、地域の集会所「自
彊館（じきょうかん）」があった。1961 年、
住民らが小中学校の教科書無償化を市教委に
求めた運動の拠点になった。運動が生まれた
のは、長浜地区のなかの被差別部落だった。
差別が有形無形に根強く残り、生活は貧しかっ
た。住民らは暮らしをよくしようと、学習会
をよく開いた。ある日の会で憲法がテーマに
なり、こんな条文があることを知った。義務
教育は、これを無償とする」（26 条 2 項後段）
日給の数倍する教科書代に苦しんでいた親た
ちは驚いた。61 年 3 月、住民らは「長浜地
区小中学校教科書をタダにする会」を結成。

委員会に質問調査を実施し、学級編成の実態
などを調べる。これまで学テの意義や効果が
見えないとの声が強かった学校から期待の声
も上がっている。「今までは結果が現場に還元
されている実感がなかった。今回こそ現場の
人員増につなげてほしい」。福岡県の町立中の
男性教員は強く訴えた。文科省は今回の学テ
に合わせ、全都道府県・市町村教委を対象に
初めて教育施策の調査を実施。特に少人数学
級や習熟度別の少人数指導の実施の有無・そ
の形態などに詳細に質問項目を設けた。文科
省は、こうした少人数指導をしているクラス
とそうでないクラスの成績を比較。学習意欲
なども比べ、財務省の説得材料にしたい考え
だ。

■ 2013/4/28　【 毎日新聞】
子ども・子育て会議 :
「待機児童ゼロ」着手　量と質両立へ

　保育所に入れない待機児童は約 2 万 5000
人にのぼる。その数をゼロに近づけるため、
政府の有識者会議「子ども・子育て会議」は
15 年度から本格的に始める新たな子育て支援
制度の具体化にとりかかった。新制度は昨年、
税と社会保障の一体改革で骨格が決まってお
り、その柱は 1 兆円を投じて保育施設の定員
枠を 40 万人分増やすとともに、保育の質の向
上を図ることだ。ただし、「量と質の両立」は
容易ではない。財源の手当てにも、あいまい
さが残る。11 年度の子育て関連費用は 4．7
兆円。一体改革ではさらに 1 兆円程度必要と
はじき、消費税率を 10％に引き上げる 15 年
度以降増税分から約 7000 億円を充てること
が決まった。しかし、残る 3000 億円のメド
は立っていない。さらに首相肝いりの待機児
童解消加速化プランも、新制度を先取りする
13 〜 14 年度分に関しては 7 万人分の受け皿、
約 1600 億円しか確保できていない。想定の
20 万人分となれば別に約 2000 億円を要する。
厚労省は追加の補正予算も検討するが、14 年
度の消費増税分をより多く獲得しないと不足
しかねない。国の負担は所要額の半分。残り
を負担するか否かは自治体に委ねられている。
このほか、自民、公明両党は連立政権合意に

「幼児教育無償化」も盛り込んでいる。来月に
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集会やビラ配りで支持を訴え、代表者らは市
教委と交渉を重ねた。4 月に教科書販売が始
まっても、長浜小と南海中では 8 割にあたる
約 1600 人が購入しなかった。だが市教委も無
償配布を拒否。対応に困った教育委員が総辞
職する事態になった。一方、学校では教科書
なしの授業が続いた。教員たちがガリ版で刷っ
たプリントが教科書がわり。当時、長浜小で 1
年生の担任をしていた永吉玉子さん（82）は
振り返る。「教科書を買わずに頑張っている子
どもたちや保護者に寄り添わなくてはと考え、
教員はだれひとり脱落しなかった」住民らの
熱に押され、市教委は無償配布する児童・生
徒数を全市で増やし、長浜地区では前年の 5
倍にする妥協案を示し、同会はこれを受け入
れた。5 月 15 日、運動は終結した。しかしそ
の熱は高知から全国に波及する。各地で同様
の運動が広がり、池田勇人内閣は無償化を決
断。62 年に教科書無償法が成立した。63 年に
は新小学 1 年生全員に無償配布され、69 年に
は全小中学生に無償配布する現行制度が整っ
た。全国の教科書無償配布が始まって 50 年の
節目の記念日に、憲法が果たしてきた役割を
もう一度考えたい。 

■ 2013/5/8　【 毎日新聞】
母に優しい国 :
ＮＧＯランキングで日本 31位

　国際的な非政府組織（ＮＧＯ）セーブ・ザ・
チルドレンは 7 日、世界の 176 カ国について「お
母さんに優しい国」をランク付けした報告書
を発表した。トップはフィンランド。日本は
米国に次ぐ 31 位で、昨年より順位を一つ下げ
た。調査は今年が 14 回目。5 歳未満の子ども
の死亡率や、公教育の在籍年数、女性議員の
割合など五つの指標を比べた。2 位はスウェー
デン、3 位はノルウェーで、欧州各国とオース
トラリアが上位 10 カ国を占めた。日本は、子
どもの死亡率の低さや教育年数では上位につ
けたが、女性議員の比率が北欧の約 4 割に対
し約 1 割にとどまり、全体のランクに響いた。

■ 2013/5/10　【 朝日新聞】
「教育長は首長の部下」に反対
大津市教委の富田教育長

　大津市の越直美市長が教育委員会制度につ
いて「教育長は首長の指揮下に置くべきだ」
と主張していることを受け、市教委の富田真
教育長は 9 日、「教委はまさに第三者委員会的
な役割を担っており、教育長が首長の直属の
部下になることには反対だ」と反論した。市
教委定例会終了後の取材に答えた。富田教育
長は「特定のトップが変わる度に教育方針が
変わるのはよくない」と指摘。教育委員が議
論を尽くすことで政治的中立性や教育の継続
性を担保すべきだとした。越市長はこれまで、
直接選挙で選ばれた首長でなければ教育方針
に民意を反映できないとしている。これに対
し、富田教育長は「仮に首長と教委の意見が
対立しても、多くの市民が支持していること
については教委でも考えざるを得ず、各委員
もそれを考慮した上で議論している」と話し
た。

■ 2013/5/11　【 朝日新聞】
中高の部活指導、文科省が指針案
好ましくない指導例示

　中学、高校の運動部活動指導のガイドライ
ンを策定する文部科学省の有識者会議が 10 日
あり、「体罰は許されない」「信頼関係があれ
ば何をやっても許されるはずとの意識は認め
られない」などとする考え方をまとめた。今
月末に最終案をまとめ、6 月にも全国に配布
する。ガイドラインでは「殴る蹴る」「炎天下
で水を飲ませずに長時間ランニングさせる」

「長時間無意味に立たせる」「身体や容姿にか
かわるような発言をする」などを許されない
指導として例示する。そのほか好ましくない
指導、正当な指導の例も示す方向で、今月末
の会議で最終調整する。ガイドラインは大阪
市立桜宮高校バスケットボール部の男子生徒
が体罰を受けて自殺した問題を受け、文科省
が策定を決めた。体罰防止のほか、「現場で萎
縮している指導者に基準を示し、後押しする」

（文科省幹部）狙いもある。
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も具体策をまとめる意向だ。文部科学省の試
算では 3 〜 5 歳児を対象にした場合、7900 億
円が毎年必要となる。それなのに財源はまる
で未定。厚労省の政務三役は「うちと文科省
で消費増税分 7000 億円の奪い合いが起きる」
と警戒感を隠さない。

■ 2013/5/2　【 朝日新聞】
秋入学前の短期留学に奨学金
文科相が構想

　下村博文文部科学相は 1 日、東京大学など
が入学時期を秋に移行させると検討している
ことに関連し、高校卒業から秋の入学までの
間に短期留学する学生に対して、奨学金を給
付する構想を明らかにした。下村氏は米ワシ
ントンでの講演で「海外に行く学生には全額
国がお金を出して、そのことによって積極的
に秋入学をする大学をバックアップしようと
考えている」と述べた。 講演後の記者会見で
は、給付額について「1 人あたり 30 万円程度
あれば数カ月の短期留学は可能だと思う」と
話した。ただ、実際に秋入学に移行する大学
が出てくるのは早くても数年先になると見込
まれることから、必要な予算規模や給付基準
など制度の具体的な内容はまだ固まっていな
いとも話した。

■ 2013/5/3　【 朝日新聞】
「教科書無償発祥の地」
始まりは憲法だった

　高知市長浜の住宅街にある空き地に、「教科
書無償発祥の地」と書かれた手作りの看板が
立つ。 空き地にはかつて、地域の集会所「自
彊館（じきょうかん）」があった。1961 年、
住民らが小中学校の教科書無償化を市教委に
求めた運動の拠点になった。運動が生まれた
のは、長浜地区のなかの被差別部落だった。
差別が有形無形に根強く残り、生活は貧しかっ
た。住民らは暮らしをよくしようと、学習会
をよく開いた。ある日の会で憲法がテーマに
なり、こんな条文があることを知った。義務
教育は、これを無償とする」（26 条 2 項後段）
日給の数倍する教科書代に苦しんでいた親た
ちは驚いた。61 年 3 月、住民らは「長浜地
区小中学校教科書をタダにする会」を結成。

委員会に質問調査を実施し、学級編成の実態
などを調べる。これまで学テの意義や効果が
見えないとの声が強かった学校から期待の声
も上がっている。「今までは結果が現場に還元
されている実感がなかった。今回こそ現場の
人員増につなげてほしい」。福岡県の町立中の
男性教員は強く訴えた。文科省は今回の学テ
に合わせ、全都道府県・市町村教委を対象に
初めて教育施策の調査を実施。特に少人数学
級や習熟度別の少人数指導の実施の有無・そ
の形態などに詳細に質問項目を設けた。文科
省は、こうした少人数指導をしているクラス
とそうでないクラスの成績を比較。学習意欲
なども比べ、財務省の説得材料にしたい考え
だ。

■ 2013/4/28　【 毎日新聞】
子ども・子育て会議 :
「待機児童ゼロ」着手　量と質両立へ

　保育所に入れない待機児童は約 2 万 5000
人にのぼる。その数をゼロに近づけるため、
政府の有識者会議「子ども・子育て会議」は
15 年度から本格的に始める新たな子育て支援
制度の具体化にとりかかった。新制度は昨年、
税と社会保障の一体改革で骨格が決まってお
り、その柱は 1 兆円を投じて保育施設の定員
枠を 40 万人分増やすとともに、保育の質の向
上を図ることだ。ただし、「量と質の両立」は
容易ではない。財源の手当てにも、あいまい
さが残る。11 年度の子育て関連費用は 4．7
兆円。一体改革ではさらに 1 兆円程度必要と
はじき、消費税率を 10％に引き上げる 15 年
度以降増税分から約 7000 億円を充てること
が決まった。しかし、残る 3000 億円のメド
は立っていない。さらに首相肝いりの待機児
童解消加速化プランも、新制度を先取りする
13 〜 14 年度分に関しては 7 万人分の受け皿、
約 1600 億円しか確保できていない。想定の
20 万人分となれば別に約 2000 億円を要する。
厚労省は追加の補正予算も検討するが、14 年
度の消費増税分をより多く獲得しないと不足
しかねない。国の負担は所要額の半分。残り
を負担するか否かは自治体に委ねられている。
このほか、自民、公明両党は連立政権合意に

「幼児教育無償化」も盛り込んでいる。来月に
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集会やビラ配りで支持を訴え、代表者らは市
教委と交渉を重ねた。4 月に教科書販売が始
まっても、長浜小と南海中では 8 割にあたる
約 1600 人が購入しなかった。だが市教委も無
償配布を拒否。対応に困った教育委員が総辞
職する事態になった。一方、学校では教科書
なしの授業が続いた。教員たちがガリ版で刷っ
たプリントが教科書がわり。当時、長浜小で 1
年生の担任をしていた永吉玉子さん（82）は
振り返る。「教科書を買わずに頑張っている子
どもたちや保護者に寄り添わなくてはと考え、
教員はだれひとり脱落しなかった」住民らの
熱に押され、市教委は無償配布する児童・生
徒数を全市で増やし、長浜地区では前年の 5
倍にする妥協案を示し、同会はこれを受け入
れた。5 月 15 日、運動は終結した。しかしそ
の熱は高知から全国に波及する。各地で同様
の運動が広がり、池田勇人内閣は無償化を決
断。62 年に教科書無償法が成立した。63 年に
は新小学 1 年生全員に無償配布され、69 年に
は全小中学生に無償配布する現行制度が整っ
た。全国の教科書無償配布が始まって 50 年の
節目の記念日に、憲法が果たしてきた役割を
もう一度考えたい。 

■ 2013/5/8　【 毎日新聞】
母に優しい国 :
ＮＧＯランキングで日本 31位

　国際的な非政府組織（ＮＧＯ）セーブ・ザ・
チルドレンは 7 日、世界の 176 カ国について「お
母さんに優しい国」をランク付けした報告書
を発表した。トップはフィンランド。日本は
米国に次ぐ 31 位で、昨年より順位を一つ下げ
た。調査は今年が 14 回目。5 歳未満の子ども
の死亡率や、公教育の在籍年数、女性議員の
割合など五つの指標を比べた。2 位はスウェー
デン、3 位はノルウェーで、欧州各国とオース
トラリアが上位 10 カ国を占めた。日本は、子
どもの死亡率の低さや教育年数では上位につ
けたが、女性議員の比率が北欧の約 4 割に対
し約 1 割にとどまり、全体のランクに響いた。

■ 2013/5/10　【 朝日新聞】
「教育長は首長の部下」に反対
大津市教委の富田教育長

　大津市の越直美市長が教育委員会制度につ
いて「教育長は首長の指揮下に置くべきだ」
と主張していることを受け、市教委の富田真
教育長は 9 日、「教委はまさに第三者委員会的
な役割を担っており、教育長が首長の直属の
部下になることには反対だ」と反論した。市
教委定例会終了後の取材に答えた。富田教育
長は「特定のトップが変わる度に教育方針が
変わるのはよくない」と指摘。教育委員が議
論を尽くすことで政治的中立性や教育の継続
性を担保すべきだとした。越市長はこれまで、
直接選挙で選ばれた首長でなければ教育方針
に民意を反映できないとしている。これに対
し、富田教育長は「仮に首長と教委の意見が
対立しても、多くの市民が支持していること
については教委でも考えざるを得ず、各委員
もそれを考慮した上で議論している」と話し
た。

■ 2013/5/11　【 朝日新聞】
中高の部活指導、文科省が指針案
好ましくない指導例示

　中学、高校の運動部活動指導のガイドライ
ンを策定する文部科学省の有識者会議が 10 日
あり、「体罰は許されない」「信頼関係があれ
ば何をやっても許されるはずとの意識は認め
られない」などとする考え方をまとめた。今
月末に最終案をまとめ、6 月にも全国に配布
する。ガイドラインでは「殴る蹴る」「炎天下
で水を飲ませずに長時間ランニングさせる」

「長時間無意味に立たせる」「身体や容姿にか
かわるような発言をする」などを許されない
指導として例示する。そのほか好ましくない
指導、正当な指導の例も示す方向で、今月末
の会議で最終調整する。ガイドラインは大阪
市立桜宮高校バスケットボール部の男子生徒
が体罰を受けて自殺した問題を受け、文科省
が策定を決めた。体罰防止のほか、「現場で萎
縮している指導者に基準を示し、後押しする」

（文科省幹部）狙いもある。
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■ 2013/5/12　【 毎日新聞】
子どもの貧困対策
将来への芽を摘むな

　戦後の貧しい時代に子育てを経験した世代
から見ると、今の若い世代は恵まれており、
甘えているように映るのかもしれない。「子ど
もの貧困」に対する取り組みの遅れはそうし
た価値観を反映しているように思える。だが、
貧困家庭の子どもほど高校や大学の進学率が
低く、収入の良い仕事を得られないことを各
種調査は示している。子どものころの貧困は
将来の人生にも大きく影響する。世代間では
なく世代内の格差が子どもにとっていかに切
実であるかを理解しなければならない。貧困
率とはその国の標準的所得の半分以下の世帯
の割合を指す。もともと日本の子どもの貧困
率は先進国の中でも高いが、最近はさらに格
差が開いている。あしなが育英会の調査では、
病気や事故などで父親を亡くした母子家庭の
母親が働いて得る平均収入は 1998 年に 201
万円だったが、2010 年には 113 万円へと減り、
給食費や学用品などの就学援助を受ける子ど
もは 83 万人から 155 万人へと増えている。
非正規雇用が増え、賃金水準が低下する雇用
環境の変化がより弱い立場の人々を直撃して
いるのだ。現在、与野党が子どもの貧困防止
の法案を議員立法で提出する準備をしている。
民主党案は遺族年金などの金銭給付や親の就
労支援を拡充し、数値目標を示して貧困率の
低下に取り組むことを定めている。数値目標
を法律に盛り込み成果を上げているイギリス
にならったものだ。自民党案には数値目標は
ないが、国の責務を明記し、学資援助などの
教育支援、生活相談、保護者への職業訓練な
どに省庁横断で取り組むという。
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